
３ 「デジタルを活用したこれからの学び」の実現に向けたマイルストーン

２ 「デジタルを活用したこれからの学び」とは

「デジタルを活用したこれからの学び」の実現に向けた第一歩 令 和 ７ 年 ２ 月 ３ 日
東 京 都 教 育 委 員 会

１ 本研究の背景
（１）都における授業改善の方向性

東京都教育ビジョン第５次(令和６年３月)で
は、「『主体的・対話的で深い学び』の実現に
向けた授業改善の推進」の中で、「デジタルを
活用したこれからの学び」を推進することが示
されている。

教育ビジョンの策定に当たり、「こども基本
法」(こども家庭庁 令和４年６月)や「東京都
こども基本条例」(令和３年４月１日)の趣旨に
鑑み、都内公立学校に通う児童・生徒約１万人
から様々な声を聴き取っている。そこからは、
ＩＣＴ機器を活用しながら一人一人に最適な学
びと協働的な学びのベストミックスを図る必要
性や、子供一人一人が何のために学ぶかを実感
できるようにする重要性が明らかになった。ま
た、一人一人の違いを個性として受け止め、そ
れぞれが自ら伸びようとする意欲を引き出す学
びを実現する必要性も明らかになった。

こうした児童・生徒の声を踏まえ、変化が激
しい予測困難な時代において、よい変化を起こ
そうと自ら課題を設定し、振り返り、責任を
もって行動する力を育成するために、これから
求められる授業デザインを確立する必要がある。

（２）本委員会の構成及び指導資料の位置付け

教育ビジョン等で示された方向性を踏まえ、
令和６年度は、都内公立学校10校の研究校を指
定した。本委員会は、各研究校から招集された
委員により構成されている。

研究校の取組を通じて改めて見えてきたこと
は、これまでの教師主導の指導に加え、「児
童・生徒に学びを委ねる指導」が重要だという
ことである。しかし、多くの教師は具体的な授
業イメージをもつことが困難であり、何から改
善を始めればよいか分からない状況がある。

そこで、本指導資料では、授業改善への第一
歩となる具体的な手法を整理した。

子供が学習課題や学習方法等を自己決定する
学びを実現するためのマイルストーン（授業改
善の進捗の目安）を整理した。（図３）

教師は、求められる授業デザインのコンセプ
トを知り、先進事例を取り入れ、試行錯誤する
中で理解を深め、授業スタイルを確立する。

子供は、課題や学習方法を部分的に自己決定
することから始め、最終的に自分の学びを自己
決定・自己調整できるようにする。

教師が指導観を転換するとともに、子供たち
が学習者として自立していくよう、段階的に目
標を設定しながら授業改善を推進する。

（裏面へ）

まず、デジタル活用の面から子供たちの学びについて確
認した。（図１）

多様で大量の情報の取扱いが可能になることや、時間
的・空間的制約を超えて情報の蓄積、可視化、情報共有等
が可能になることなど、デジタル活用の良さを子供たち自
身が実感しつつ、自分なりの学び方を身に付けていくこと
は、これからの社会を生き抜く上で必須である。

都では、デジタル活用を大前提とし、個別最適な学びと
協働的な学び、そしてそれらを一体的に充実した学びを
「デジタルを活用したこれからの学び」の範囲としている。

また、最終的に目指す目標を、児童・生徒が自己決定す
る学びを最終目標としている。（図２）

児童・生徒が、デジタルを使いこなし、自らの課題意識
の下、学習計画を立て、自分なりの学習方法で学ぶ。こう
した学習を各教科等の授業で実現することで、児童・生徒
は予測困難な時代を生き抜く資質・能力を身に付けること
ができると考える。

そのため教師は、児童・生徒を自立した学習者として育
成する支援者・伴走者として役割を変えることが求められ
ている。

図１

図２

図３



４ 作成した各種資料について

教師の指導観を転換し、授業を変えていこうとする学校や教師が第一歩を踏み出せるよう、研究校における実践を踏まえ、「授業デザイン」「学習環境づくりの工
夫」「学びの振り返り」「授業改善促進に向けた校内研究・研修アイデア」の４つの資料を作成した。（ページ右下、二次元コードのサイトにて閲覧可）

■ 授業デザイン

児童・生徒が学習課題や学習方法を自己決定する授業づくりを進めるために
は、柱となる授業デザインの理解が必要となる。

本指導資料では、各校種、各教科等における実践
から見えてきた授業づくりのポイントを「見通し」
「活動」「振り返り」の活動ごとに整理した。これ
まで実施したことのない教師にも参考となるような
具体的な事例も紹介している。

これらのポイントは、教師が授業を振り返るため
の視点でもある。児童・生徒が自己決定する内容を
教師が想定し、授業を改善することが重要である。

■ 学習環境づくりの工夫

児童・生徒が必要感や納得感をもちながら主体的に学ぶためには、学習環境
の整備が必要となる。

本指導資料では、環境をとおした教育を意識し、
授業をデザインするためのポイントを整理した。児
童・生徒が学習方法（どこで、誰と、どのように学
ぶか）等を自己決定できる環境設定の視点を紹介し
ている。

学習環境づくりは、これから求められる授業の
要である。児童・生徒の活動を見通し、最適な環
境を構成することが重要である。

■ 授業改善促進に向けた校内研究・研修会アイデア

指導観を転換し、自立した学習者として子供を育成するためには、校内研究
会の在り方も重要である。

本指導資料では、校内において教師一人一人が

各自の実践を発表する場を設定するなど、研究推
進の様々な手法を整理した。教師が研究主題を自
分事として捉え、主体的に参加するようになる事
例を紹介している。

授業改善に向かう教師の学びも子供たちの学び
と相似形である。教師一人一人の意識を高め、協
働しながら授業改善に取り組むことが重要である。

委員名簿 各種資料の詳細は以下リンク
のサイトより閲覧、ダウンロー
ドすることができます。

とうきょうの
情報教育ポータル

義務教育指導課
ポータルサイト

■ 学びの振り返り

理解した学習内容を確認するとともに、どのように学んだかを自分なりに価
値付けながら学びを調整していく活動は、子供の自立を促す上で重要である。

本指導資料では、児童・生徒が学びを自己調整
するための視点や「振り返り」の留意点を整理し、
具体例を示した。振り返りの内容の閲覧・共有が
可能となるよう、各種アプリの共同編集機能等を
活用した事例も紹介している。

自己の学びを客観的に見つめることは、成長を
実感することにつながる。教師は、個々の振り返
りを見取り、支援に生かすことが重要である。

台 東 区 立 上 野 小 学 校 校 長 田中 康雄 台 東 区 立 上 野 小 学 校 主幹教諭 倉澤 貴文

板 橋 区 立 志 村 第 二 小 学 校 主任教諭 須田 幸知 三鷹中央学園三鷹市立第三小学校 主任教諭 中野 紀子

西 東 京 市 立 上 向 台 小 学 校 教 諭 古矢 彩音 渋 谷 区 立 上 原 中 学 校 主任教諭 小西 進

府 中 市 立 府 中 第 一 中 学 校 主任教諭 重光 悠 都 立 三 鷹 中 等 教 育 学 校 教 諭 仁田 勇介

都 立 多 摩 高 等 学 校 主任教諭 植嶋 悠太 都立立川国際中等教育学校附属小学校 主任教諭 若林 佳菜

担 当：教育庁総務部デジタル推進課 統括指導主事 池田 守
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デジタルを活用したこれからの学び研究開発委員会



「デジタルを活用したこれからの学び」研究開発委員会

１ 本委員会の目的

■ 東京都教育ビジョン第５次（令和６年３月）及び東京都学校教育情報化推進計画（令和６年３月）において、 

     主体的・対話的で深い学びの視点による授業改善に向け、「デジタルを活用したこれからの学び」が提示

■ 都が指定する「デジタルを活用したこれからの学び研究校」における実践研究を踏まえ、これから授業改善

 に取り組む学校が第一歩を踏み出すことのできる指導資料を作成することを目的とし、研究を推進

２ 本委員会の構成メンバー

■ 研究校９校より委員を招集

委員長 台東区立上野小学校 校長 田中 康雄 委員 台東区立上野小学校 主幹教諭 倉澤 貴文

委員 板橋区立志村第二小学校 主任教諭 須田 幸知
委員 三鷹中央学園三鷹市立第三小学校

主任教諭 中野 紀子

委員 西東京市立上向台小学校 教諭 古矢 彩音 委員 渋谷区立上原中学校   主任教諭 小西 進

委員 府中市立府中第一中学校 主任教諭 重光 悠 委員 都立三鷹中等教育学校   教諭 仁田 勇介

委員 都立多摩高等学校 主任教諭 植嶋 悠太
委員 都立立川国際中等教育学校附属小学校

主任教諭 若林 佳菜



「デジタルを活用したこれからの学び」研究開発委員会

３ デジタルを活用したこれからの学びについて

個別最適な学びと協働的な学び、
それらを一体的に充実させる学びを
「デジタルを活用したこれからの学
び」の範囲とする。

一人１台端末等がなかった時の学
び、教材提示装置等を教師が活用し
指導していた時の学びを土台とする。



「デジタルを活用したこれからの学び」研究開発委員会

３ デジタルを活用したこれからの学びについて

学び方を身に付け、自立
した学習者を育成する。



「デジタルを活用したこれからの学び」研究開発委員会

現状 令和答申、都教育ビジョン等を踏まえ、社会の変化に合わせ、教師の指導観を転換する必要がある。

課題 どこからどのように授業改善を進めれば良いか分からないという教師の声が多数ある。

・子供の自立度と教師の指導観の変容の２軸から、段階的に授業改善を進めるためのフェーズを設定し、

マイルストーンとして整理

・研究校における実践を踏まえ、授業改善に必要な取組を整理

教師が指導観を転換し、授業改善の第一歩を踏み出すことのできるよう、資料を作成

４ 指導資料の作成にあたって
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「デジタルを活用したこれからの学び」研究開発委員会

５ 「デジタルを活用したこれからの学び」４つの指導資料

教師の指導観の転換に向け、授業改善の第一歩を踏み出すことができるよう、資料を作成

これからの学びの

授業デザイン

環境をとおした

授業づくり

自己調整を図るための

振り返り

教師の指導観を変える

校内研究の工夫



令和６年度 東京都教育委員会研究開発委員会 指導資料説明会

「デジタルを活用したこれからの学び」研究開発委員会

デジタルを活用したこれから

の学びの授業デザイン

都立多摩高等学校 主任教諭 植嶋 悠太

板橋区立志村第二小学校 主任教諭 須田 幸知



１ 作成の意図

現状
・一斉指導型の授業で知識・技能を高めるだけ
でなく、児童に自己判断させ、学び方を身に
付けさせていく必要がある。

・教師の指導観を転換する必要がある。

課題
・児童・生徒に自己決定させる授業づくりのポ

イントが分からない。
・授業改善に取り組みたいが、どこから取り組

めば良いか分からない。

■授業準備段階、授業中段階、授業終了後段階のそれぞれの場面において、教師が行うべきことを整理

■教師による「導入・展開・まとめ」から児童・生徒の「見通し・活動・振り返り」への転換

教師が自己の授業を振り返るための視点を整理し、具体的な事例を紹介

「デジタルを活用したこれからの学び」における授業作りの要点を整理し、周知する必要がある。

授業デザインの整理及びチェックシートの作成

「デジタルを活用したこれからの学び」授業デザイン



学びの柱となる各教科等共通の学習過程、学習活動を整理

■ 子供を主語とし、「見通し」「活動」「振り返り」で授業内の活動を設定 

■ 各活動におけるポイントを整理し、授業デザインチェック表に整理

 授業改善の視点として活用

子供に学びを委ね、子供が自己決定する授業づくりに向けて



教師の「導入」「展開」「まとめ」から

子供の「見通し」「活動」「振り返り」へ

■「見通し」 何を学ぶか、どのように学ぶか、

誰と学ぶかを自分なりに整理する。

■「活動」 学習課題の解決に向け、

学習計画を基に自分なりの答えを導き出す。

■「振り返り」 より良い自分の学びを見付け、

次につなげるための記録をためる。

子供に学びを委ね、子供が自己決定する授業づくりに向けて



授業デザインのポイント “しかけ”（支援）

見
通
し

 児童・生徒が単元/１単位時間の目標を理解

 している。

 児童・生徒が学習方法を理解している。

 学びのシラバス/学びの手引きの提示

 学習計画表の作成・提示

・ 何を学ぶか ・ 誰と学ぶか
・ どこで学ぶか ・ いつ学ぶか
・ 何を使って学ぶか

活
動

 学習方法を自己決定する。
 自己の計画に基づき、

児童・生徒が自分で学び進める場面の設定

振
り
返
り

 自己の学びを振り返る  学習内容・方法を振り返る場面の設定

授業デザインのポイント（１単位時間、又は単元のまとまり）

各教科等の学習活動におけるポイントと教師の“しかけ”(支援)



デジタルを活用したこれからの学びのデザイン

チェック内容

□児童が、課題を理解している。
□児童が、学びの手引きを基に学習計画を立てている。

□児童が、課題（めあて）を考えている。

□児童が、他の児童の学習の進捗状況を確認しながら学びを進めている。
□児童が、自ら学ぶ相手を選択している。
□児童が、自ら学ぶ場所を選択している。
□児童が、学習を進める上で困った際に、どうすればよいか理解している。
□児童が、発展的な学習に取り組んでいる。

□児童が、めあてとの整合性を意識して学習をまとめている。
□児童が、成果物の提出場所や提出方法を理解している。

□児童が、学習内容と学習方法に対する振り返りを書いている。
□児童が、必要に応じて学習計画の修正している。

小学校における例

各教科等の学習活動におけるポイントと教師の“しかけ”（授業デザインチェック項目の例）

授業デザインチェックシート



デジタルを活用したこれからの学びのデザイン

大切なこと

（児童）
自らの学び方を自己
決定

（教師）
児童に学びを委ねる
場面を意図的に設定

各教科等の学習活動におけるポイントと教師の“しかけ”（授業デザインチェック項目の例）

チェック内容

□児童が、課題を理解している。
□児童が、学びの手引きを基に学習計画を立てている。

□児童が、課題を考えている。

□児童が、他の児童の学習の進捗状況を確認しながら学びを進めている。
□児童が、自ら学ぶ相手を選択している。
□児童が、自ら学ぶ場所を選択している。
□児童が、学習を進める上で困った際に、どうすればよいか理解している。
□児童が、発展的な学習に取り組んでいる。

□児童が、課題との整合性を意識して学習をまとめている。
□児童が、成果物の提出場所や提出方法を理解している。

□児童が、学習内容と学習方法に対する振り返りを書いている。
□児童が、必要に応じて学習計画の修正している。



授業（１単位時間４５分）

・導入
・一斉授業

・学びを
委ねる時間

まとめ
振り返り

オリエンテーション
単元の問いづくり

学びの手引きを提示

１時間目 ２時間目

３時間目 ４時間目 ５時間目

６時間目 ７時間目
単元のまとめ

互いの学習成果を発
表し合井、共有

１単元のまとまり

デジタルを活用したこれからの学びのデザイン

各教科等の学習活動におけるポイントと教師の“しかけ”（授業デザインチェック項目の例）

授業デザイン図を子供と共有

■学びを委ねる時間＝自分の力で学び進める時間を子供に説明 ■単元の学習の流れについて、子供に説明



課 題

■ 自力解決のみで終わる児童が多く、協働学習が生まれない状況

改 善

■ 児童のスライドへのリンクを周知し、他者参照可能な環境を構成

■ 教室内に協働学習スペースを設置

■ 児童の学習状況の見取りの充実と適切な言葉掛け

授業デザインを児童と共有するとともに、学びの伴走者としての教師の支援を充実させる必要性

（学習環境や教師の支援方法等も併せて充実させる）

デジタルを活用したこれからの学びのデザイン

小学校



デジタルを活用したこれからの学びのデザイン

生徒が授業のポイントを理解するための“しかけ”（授業デザインチェック表）

中学校・高校における例

■ 基となる授業デザインチェック表を数学Ⅰの授業で活用

■「見通し」「活動」「振り返り」の各活動において、

 生徒に意識して欲しいことをチェック表に整理

■ 単元の初めや各授業時間の初めに確認するよう言葉掛け

← 授業デザインチェックシートの例



デジタルを活用したこれからの学びのデザイン

生徒が授業のポイントを理解するための“しかけ”（授業デザインチェック表）

具体的な手だて（教師の支援）

見通し

ア「学びの手引き」によって、次の内容を生徒に提示できるように準備
□単元のねらいを示している。
□単元全体の時間数と、時間ごとの学習内容・学習方法を示している。
□単元の学習によって何ができるようになるのかを示している。
□どこでどのように評価されるのかを示している。
□既習事項とのつながり
イ「学びの手引き」を用いることで、次の内容を生徒が実施できるように準備
□自分がどのように学びを行うのか、計画できる。
□実際に行った内容を記録したり、振り返ったり、修正したりできるようになっている。
ウ「学びの手引き」に沿って作られた生徒の学習計画・振り返りなどを、教師は適時把握できるように準備
□デジタルを用いることで、生徒の学習計画・振り返りなどをいつでも確認できるように準備している。
□紙のワークシートなどに生徒の学習計画・振り返りを書かせ、それを毎授業後回収するなどして、確認で

きるようにしている。
エ「学びの手引き」で、次の内容を説明
□単元全体の３割以上の時間を「学びを委ねる時間」として設定している。
□「学びを委ねる時間」は２～３時間の授業を続けて行われる。

中学校・高校の例 チェック表の具体



デジタルを活用したこれからの学びのデザイン

子供が授業のポイントを理解するための“しかけ”（授業デザインチェック表）

中学校・高校の例 チェック表の具体

具体的な手だて（教師の支援）

活動

ア 誰と学ぶかを決める場面の設定
□生徒が互いに顔を見合わせて学習できるようなグループ机を複数設置している。

イ どこで学ぶかを決める場面の設定
□生徒の座席を固定していない。
□協働を好まない１人で学習したい生徒用の勉強環境を用意している。

ウ いつ学ぶかを決める場面の設定
□「学びの手引き」に沿って、学習を計画する機会がある。

エ 何で学ぶかを決める場面の設定
□生徒が互いの学習内容や学習進捗を確認できるデジタル掲示板を用意している。
□一人１台端末などをいつでもどこでも使用できるような環境が整備されている。
□デジタル上に資料を共有している。
□二次元コードなどで学習のヒントなどにアクセスしやすくなっている。
□動画教材などが準備されている。
□インターネットなどを用いて学習が進められる。
□毎時間の振り返りをデジタルで提出するようになっている。

オ 何を学ぶかを決める場面の設定
□課題となるワークシート等に、どの順番で取り組むのかを自己決定する機会がある。



デジタルを活用したこれからの学びのデザイン

子供が授業のポイントを理解するための“しかけ”（授業デザインチェック表）

中学校・高校の例 チェック表の具体

具体的な手だて（教師の支援）

振り返り

ア 学習内容を振り返る場面の設定
□生徒は、本時において、何ができたのかを自己評価している。

イ 学習方法を振り返る場面の設定
□「学習の手引き」で示した単元の評価規準に沿って、生徒の学習活動を評価している。
□生徒の学び方について、フィードバックを行い、生徒の学習活動に価値付けをしている。



デジタルを活用したこれからの学びのデザイン

子供が授業のポイントを理解するための“しかけ”（授業デザインチェック表）

生徒の自己決定を促すワークシート

学びを
委ねる
時 間

一斉授業 一斉授業

一斉授業 一斉授業

一斉授業 一斉授業

単元内に学びを委ねる時間を設定

2次元コードによるデジタルコンテンツを
掲載したワークシート

1授業内に学びを委ねる時間を設定



デジタルを活用したこれからの学びのデザイン

子供が授業のポイントを理解するための“しかけ”（授業デザインチェック表）

高校の例 チェック表を活用した授業の振り返り

✓
✓

✓✓✓✓✓✓✓✓

■ 授業後に、達成した項目を確認

■ 達成できた要因やできていない項目への改善策を考え、

 次時の授業改善に反映

（授業の振り返り）

ワークシートとデジタルコンテンツで学びを委ねる時間

を確保できたが、生徒は単元全体を見通すことができず、

プリント学習を進めるのみとなってしまった。

⇒単元を見通すための「学びの手引き」を作成・提示



課 題

■ 生徒が自らの学びをデザインできていない状況

◇ 単元全体の見通しを持たせることができていない

◇ 自らの学びを振り返り、修正することができていない

■ 生徒間の協働的な学びが生まれにくい状況

改 善

■ 学びの手引きを用意し、単元全体の見通しをもたせる

■ 学びを委ねる時間を数時間に渡って用意し、学びの振り返り修正を行える環境を用意する

■ 協働的な学びを促進するための学習環境を整備

自らの学びをデザインしたり、協働的な学びを生みやすくするための環境を用意する必要性

デジタルを活用したこれからの学びのデザイン

高等学校



（参考）単元の見通しを持たせるための工夫 学びの手引きの作成

②学習内容と方法の明示①目標の提示



（参考）単元の見通しを持たせるための工夫 学びの手引きの作成

単元の目標と
それに至る手順を
フローチャートの様に示す。

学びの手引きとして作成した
学びのフローシート



（参考）単元の見通しを持たせるための工夫 学びの手引きの作成

■ 各時間の学習内容と方法を明示
■ 学びを委ねる時間を複数時間に跨って設定

一斉授業 一斉授業

一斉授業 一斉授業

一斉授業 一斉授業

２〜３時間に跨った学びを委ねる時間

生徒に学びを委ねる時間

生徒に学びを委ねる時間

生徒に学びを委ねる時間

授業の進め方を示した表



（参考）協働的な学びを促進させる学習環境

協働的な学びを促しやすい学習環境（生徒コミュニティスペースを利用）



デジタルを活用したこれからの学びのデザイン

子供が授業のポイントを理解するための手だて（授業デザインチェック表）

取組開始時 改善

自己の授業の課題を明確にし、子供主体の学びを実現するための授業改善を重ねる



■ 「見通し」「活動」「振り返り」といった子供の活動の視点から授業を組み

立てることで、子供に学びを委ねる授業づくりが定着

■ 共通した授業改善の視点として設定することで、教師の研究協議が活性化

■ 自校で作成した授業デザインチェック表は、改善し続けていくことが重要

「デジタルを活用したこれからの学び」授業デザインまとめ



（参考）東京都学校教育情報化推進計画説明資料（令和６年３月）



令和６年度 東京都教育委員会研究開発委員会 指導資料説明会

「デジタルを活用したこれからの学び」研究開発委員会

児童・生徒が自己調整を

行うための振り返り

都立三鷹中等教育学校 教諭 仁田 勇介

西東京市立上向台小学校 教諭 古矢 彩音



児童・生徒が自己調整を行うための振り返り

１ 作成の意図

現状
・児童・生徒は、「学び」を教師に与えられており、
「学び」に受け身な状況が多い。
（学び方や学ぶ場所等は教師が指定していることが多い）
・自ら学びを選択したり、調整したりする機会が少ない。

課題
・自分自身に合った学習方法を理解していない。
・自分自身の習熟状況を把握できていない。
・自ら学習を調整する力が育まれていない。

■児童・生徒 自分の学習のプロセスや習熟状況を確認し、子供自身が自らの学びを改善することが

できる振り返りツールの活用

■教師 振り返りツールを準備するとともに、児童・生徒の学習習熟状況を分析・把握し、

学びの改善に向かうための支援

開発した振り返りシートや活用のポイント等を紹介

学習内容及び学習方法を振り返り、児童・生徒一人一人が自ら学習を調整できるようになる必要がある。

児童・生徒が自らの学びを改善できるようにするために



２ 「振り返り」の目的

児童・生徒が自らの学びを改善できるようにするために

学習指導要領、デジタルリーフレット、答申等から引用
① 児童生徒が、学習内容および学習方法の振り返りを行うことで、自分の学び方を客観視し、

過去の自分や他者と比較しながら、より良い学習方法の獲得や学習内容の理解度を高めるための
自己調整を行う。

② 教師が、児童生徒の振り返りを受けて、学習習熟状況を分析・把握し個別対応や授業改善に努める。
（義務教育の在り方ワーキンググループ）

■児童・生徒
自分の学習のプロセスや習熟状況を確認し自らの学びを改善することができるようになること

■教師  

児童・生徒の学習習熟状況を分析・把握し、児童・生徒が自ら学びの改善を行うための“しかけ”を考え、
個々の子供が学習の進度を調整することができるように支援すること



３ 学びを自己調整することの重要性

学習指導要領、デジタルリーフレット、答申等から引用

急激に変化する時代の中で、一人一人の児童生徒が、自分のよさや可能性を認識するとともに、

多様な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え、持続可能な社会の創り手となるための資
質・能力を育成することが求められている。そのために、自ら主体的に目標を設定し、振り返り、
自己調整しながら責任ある行動がとれる力を身に付けることの重要性が指摘されている。

（「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して」全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現（答申）」（中央教育審議会、令和３年１月））

教師は、「自立した学習者」として児童・生徒を育成する必要がある。

児童・生徒が自らの学びを改善できるようにするために



POINT③４ 振り返りを充実させるためのポイント

□ 学習方法として「振り返りの目的・方法」を児童・生徒に示すこと

□ 学びを振り返るための規準/基準を児童・生徒に示すこと

□ 他者参照可能な環境や仕組みを整えること

□ 児童・生徒の振り返りを生かして適切に支援すること

児童・生徒が自らの学びを改善できるようにするために



□ 学習方法として「振り返りの方法」を児童に示すこと

（例）【小学校】

■ 振り返る観点を明確に提示し、いつでも参照できるようにする
■ 自己調整ができている児童を価値付けたり、他児の振り返りを確認する時間を設ける
■ 自己の理解度の変容を振り返るよう、教師による個別の言葉掛けを実施

■ 振り返りの視点を示す

児童・生徒が自らの学びを改善できるようにするために



□ 学習方法として「振り返りの方法」を児童・生徒に示すこと

（例）【中学校】

■ 選択式・記述式で学習を振り返ることができるようＦｏｒｍｓで様式を配信
■ 振り返りを「学習把握」，「自己評価」，「計画設定」の３段階で実施
■ 段階を踏み、より具体的に振り返りができるように工夫

振り返りシートの全容

■ 学習把握

■ 自己評価

■ 計画設定

児童・生徒が自らの学びを改善できるようにするために



□ 学びを振り返るための規準/基準を児童・生徒に示すこと

（例）【小学校】

■ 単元の評価規準や自己決定した学びのプロセスを踏まえ、学習を振り返ることができるよう工夫

児童・生徒が自らの学びを改善できるようにするために



□ 学びを振り返るための規準/基準を児童・生徒に示すこと

（例）【中学校】

■ 学習計画表に身に付けるべき知識・技能を明示し、生徒が自己評価できるよう支援

児童・生徒が自らの学びを改善できるようにするために



□ 他者参照可能な環境や仕組みを整えること

（例）【小学校】

■ 児童・生徒が毎時間の振り返りを書きためることができるよう作成

■ 他者参照できるよう閲覧、共有可能なスプレッドシートを作成

児童・生徒が自らの学びを改善できるようにするために



□ 他者参照可能な環境や仕組みを整えること

（例）【小学校】

■ 学習計画表に選択式の自己評価と記述式の欄を設定し、

 単元内における自己の成長を一覧で振り返ることができるよう工夫

児童・生徒が自らの学びを改善できるようにするために



POINT③□ 他者参照可能な環境や仕組みを整えること

（例）【小学校】

■ 他者と比較することで、自分の学び方を客観視し、より良い学習方法の獲得や学習内容の理解度を高められる

 よう言葉掛けをする。

■ 自己の理解度の変容を振り返るよう、教師による個別の言葉掛けする。

12月12日 12月16日

児童・生徒が自らの学びを改善できるようにするために



□ 他者参照可能な環境や仕組みを整えること

（例）【中学校】

■ 自己の理解度の変容を振り返るよう、教師による個別の言葉掛けを実施

６月６日 ６月７日 ６月１０日

児童・生徒が自らの学びを改善できるようにするために



POINT③□ 他者参照可能な環境や仕組みを整えること

（例）【中学校】

■ 振り返りの記述を分析したものや、記述内容を生徒に示すことで他者参照を可能にする

記述例回答状況の把握

児童・生徒が自らの学びを改善できるようにするために



□ 児童・生徒の振り返りを支援に生かすこと

（例）【小学校】

■ 児童・生徒の振り返りの状況を分析し、支援が必要な児童・生徒を把握し、学び方を価値付け

■  特別な配慮を要する児童に適切な支援を行うことで誰ひとり取り残すことなく対応

学習への到達度や、学び方の自己評価が低い児童を
ピックアップし、次時の支援を考える。

児童・生徒が自らの学びを改善できるようにするために



□ 児童・生徒の振り返りを支援に生かすこと

（例）【中学校】

■ 児童・生徒の振り返りの状況を分析し、

 支援が必要な児童・生徒を把握し、誰ひとり取り残すことなく対応

児童・生徒が自らの学びを改善できるようにするために



児童・生徒の学びの振り返り（小学校）

成果
〈児童〉
・自己の毎時間の学び方を数値化・可視化された状態で振り返ることができるようになることで、児童が学
び方を改善するためにすすんで自己調整するようになった。

・不安が強かったり、特別な配慮を必要とする児童が、自分に合った学び方を身に付けることができ、学習
への意欲が向上した。

〈教師〉
・デジタル端末を活用することで児童の学び方や振り返り方を一度に参照できるようになり、誰一人取り残
すことのない支援が可能になった。

・児童の学び方や学習への理解度を可視化することにより、どの児童同士を繋げたらよいか、どのような指
導を行えばよいかといった学びの改善に向かうための具体的な支援が行うことができるようになった。

今後の展望
〈児童〉
・全ての児童が自らの学び方を改善できるようにする。
〈教師〉
・児童が他者参照を通して他児の学び方から学び取ろうとする姿勢を高めるために、より効果的な発問や支
援を考える。



児童・生徒の学びの振り返り（中学校）

今後の展望
・「振り返りの必要性を実感できない」という教師の意見もあったため、多様な生徒のニーズに対応する
 「振り返り」の方法を工夫する。
・今回の開発した「振り返りツール」を基に、発達段階や教科の特性に合った「振り返り」の方法を研究
する。

【生徒アンケートより】
・自分が次に何に取り組むかの見通しがもてるため、次の学習をよりよく行うことができたので続けていきたい。
・A・B・Cなど、自己評価を行うことで、前回の授業と比べてどんなことがどれだけできるようになったのかが分かり、
計画を立てる際の参考になった。

・自分以外の生徒の学習状況などが分かることで、それ参考に学習を進めることができた。
・振り返りを行うことで分からないところが分かり、その解決する方法を考えることができた。

成果

〈生徒〉振り返りを活用して、自分の学習のプロセスや習熟状況を確認し、自らの学びを改善しようとする
様子が見られた。

〈教師〉振り返りの結果の分析や記述から、学習習熟状況を把握し、個別の対応や授業改善に努めることが
できた。また、学びの改善の支援ができた。



令和６年度 東京都教育委員会研究開発委員会 指導資料説明会

「デジタルを活用したこれからの学び」研究開発委員会

子供が自ら学び出す

環境をとおした授業づくり

三鷹中央学園三鷹市立第三小学校 主任教諭 中野 紀子
渋谷区立上原中学校 主任教諭 小西 進

府中市立府中第一中学校 主任教諭 重光 悠



１ 作成の意図

現状

子供たちが自ら生き生きと学ぶ授業を実現するために
は、子供自身が学ぶ内容や方法等を自己決定し、納得感
をもちながら学ぶことのできる環境を整備する必要があ
るが、教員が子供の活動全てを管理する実践が多い。

課題

・教員の指示の下、教員の文脈で学びが進む。

・学習者用端末の活用についても教員が指示を出す。

・環境への子供の自由なアクセスが制限されている。

■学習環境のポイント 環境をとおした授業づくりのポイント整理

■具体的な学習環境例 基本的な学習環境の考え方とその考え方に基づいた具体例の提案

個別最適な学びと協働的な学びを一体的な充実に資する学習環境整備の具体を紹介

子供が主体的に学びに取り組むための基盤を提供し、多様な情報やデジタルの活用を通して、探究心や問題解決能力等
を育むとともに、学習意欲の向上にも寄与することができる学習環境を構築する必要がある。

学習環境づくりのアイデア

子供が自ら学び出す環境をとおした授業づくり



社会とのつながりを意識できる多様な学習環境の構築

子供が自己選択・自己決定できる心理的安全性の確保

デジタルの必要感をもたせる学習環境の工夫

学習環境の現状

画一的な学習環境

学ぶ内容や学ぶ場所が画一されていて、個人で考えるのか、複数で
考えるのかも教員の指示により学習が進んでいく。デジタル端末を
どのように使うのかについて、その都度教員が指示を出す。大型モ
ニターを使って、教員から与えられた情報でのみ学びが進んでいく。
子供が自己選択しながら主体的に環境にアクセスすることが制限さ
れている。

デジタルを活用した多様な学習環境に自らアクセスし、

そこから得た情報を整理・分析する活動を通して、情報活用

能力を養うとともに、主体的に学習に取り組む態度を育成する。

目指す子供の姿

学習環境の必要性

学習環境の構築は、子供が主体的に学びに取り組むための基盤

を提供し、多様な情報やデジタルの活用を通して、探究心や

問題解決能力を育むとともに、学習意欲の向上にも寄与する

ことができる。

学習環境を構築した際の教室の全体像

基本的な学習環境の考え方とその考え方に基づいた具体

指導資料のPoint

子供が自ら学び出す環境づくり

課題



教室内レイアウト 教室外レイアウト 学習掲示

教材・教具準備 人との関わり デジタル環境

子供が自ら学び出す環境づくり６点



ポイント 「個別」「協働」を学習者が選択できる環境

衝立で区切った個別の学習空間 個別も協働も実現できる学習空間

教室内レイアウト

⇒子供が環境を選択することができるよう授業の流れも併せて工夫していく。

「個別」「協働」といった目的に応じて
空間が区別されており、学習者が自らの
目的に合わせて利用する場所を選べる。

学習者は、「個別」の空間では集中して
個々の学習に取り組み、「協働」の空間
では自然な対話が生まれる。



ポイント 子供同士の対話が自然に生まれる環境

対話のための机配置をデフォルト化対話のためのツールを設置

教室内レイアウト

⇒黒板を前面に同じ向きで着席させることをやめる。

学習者がいつでも自然な対話を行えるよ
う、適切なツールを設置するなどの工夫
を施す。

机の配置を工夫し、円卓のように顔を突
き合わせる形をつくることで、いつでも
自然な対話が行える工夫を施す。



ポイント リラックスしながら自分のペースで学べる環境

気軽に対話できる雰囲気づくり 個別に集中できるスペース デジタルと図書資料の併用

教室外レイアウト

子供が自己のスペースを十分確保できるよう工夫

子供がリラックスしながら対
話ができるように、特別教室
に椅子を配置する。

学校内の少しの空間でも、
「個別」の学習場所として整
備している。

図書室にも机を設置すること
で、デジタルも活用しつつ図
書資料も見れるようにする。



教室外レイアウト
ポイント 学校全体が学びの場となる環境

廊下にフリースペースを設置 廊下も学びの場として活用 実験等も教室外で実施

子供が学習を進める場所を教室内のみに留めず、学ぶ場を選択できるよう準備

廊下に机を設置し、いつでも
対話が行えるように工夫して
いる。

廊下を活用することは、教室
よりも場所を広く使えるとい
う利点がある。

教室よりも広いスペースで実
験等を行うことで、子供の気
付きも広がっていく。



学習掲示
ポイント 子供の学びを引き出す環境

子供の学びに合わせて変化 異学年の学びへの取組も共有 思考を深める発問も掲示

子供たちの学びのヒントを学校中に散りばめるイメージで環境を構成

単元の目標や学習内容に合わ
せて掲示物を変化させ、興
味・関心を引き出す。

異学年の学習からの気付きを
得られる工夫として、廊下に
学習内容を掲示する。

「問い」の掲示により、子供
が自ら課題を設定できるよう
にする。



教材・教具の
準備

ポイント 子供が自由に教具を使えるような環境

いつでも自由に使える道具コーナーの設置 必要に応じて子供が自由にスキャン・印刷

必要なものを個々のタイミングで活用することができるよう準備

必要な教具を子供の目線に配置し、いつで
も手に取れるように工夫することは、幼児
教育の環境構成から学べることである。

アナログの教具だけでなく、スキャン・印
刷等の活用も子供に委ねることで、自分の
学習方法について選択肢をもたせる。



学びの伴走者としての
教師

協働して学ぶ
友達

専門的な知識を得られる
ゲストティーチャー

身近な相談役
保護者、地域の人

人との関わり
ポイント 目的に応じて人と繋がることのできる環境

「人」も大切な教育環境の一つであることを意識し、繋がりを最大限活用



廊下の掲示物

デジタル環境
ポイント 子供が自然とデジタルを活用する環境

二次元コード等
学習のヒントの掲示等

クラウドの活用
情報共有、共同編集等

大型モニター等
課題提出状況の確認、他者参照等

教員

グループで
学ぶ子供

一人で
学ぶ子供

デジタル活用の良さを最大限生かし、子供一人一人の学びを支援

廊下で
学ぶ子供

★教員の役割
☐ 子供のニーズに合わせた言葉掛け
☐ 見取り・評価と支援を一体的に実施
☐ 個別指導、少人数指導

子供が学びを自己選択・
自己決定できるような学習環境を整備

教師による伴走支援

■ 端末を活用し、学習の場を周り、

一人一人の学びの状況を把握する。

■ 個々の見取りと支援を徹底する。



令和６年度 東京都教育委員会研究開発委員会 指導資料説明会

「デジタルを活用したこれからの学び」研究開発委員会

教師の指導観を変える

校内研究推進の工夫

台東区立上野小学校 主幹教諭 倉澤 貴文



１ 指導資料作成の意図

現状

校内研究は創造的な営みであり、教師が創造性を発揮
しながら学校の教育課題を解決していくものであるが、
講師による講義型の研修や指導技術面のみに着目した研
修が多くなりがちである。

課題

① 校内研究が受け身のまま終わってしまう。

② 校内研究で目指す授業イメージを共有できない。

③ 研究が自分事にならず、授業改善につながらない。

④ これからの学びの授業観察の視点が分からない。

■研究会のもち方の改善   教師一人一人が課題を自分事として捉えることができる研修・研究会
  教師も主体的・対話的で深い学びとなる研修・研究会

■授業観察の視点の共有 児童・生徒の学び方に着目した観察の視点、単元を通した視点

様々なケースごとに、研究校における校内研究推進の方法を紹介

「デジタルを活用したこれからの学び」の実現には、学校全体で組織的に取り組み、教師が主体的に参加
し、より良い校内研修・研究会を実現する必要がある。

児童・生徒の学びと同様、教師も主体的に学ぶ校内研究へ

教師の指導観を変える校内研究推進の工夫



ケース①：校内研究が講義型、HOW TO型となり、

受け身のまま終わってしまう。

■ インプット型ではなく、対話を重んじたアウトプット型へ

■ 会話が弾むような環境設定も必要

児童・生徒の学びと同様、教師も主体的に学ぶ校内研究へ



「ラウンド・スタディをとおして、研究を自分事化」

■ ４〜５人の班を作り協議

■ 各班のファシリテーターは、提案する分科会が担当

■ １ラウンド10分間程度の協議を数ラウンド実施

■ ファシリテーター以外の教職員はグループを交代

■ 最初の班に戻り、他班でどのような意見が出たかを共有する。各班代表者一名が全体共有する。

ケース①対応例 西東京市立上向台小学校の実践

ファシリテーターを中心に、グループ協議

【成果】

◎ 全体協議と比較し、一人一人の教師が話をする時間を多く確保できる。若手もベテランも自分

 の考えをアウトプットする機会が増え、結果として研究内容への理解が深まった。



ケース②：校内全体で目指す授業イメージを共有できていない。

■ 先進校における授業実践を全教職員で視察

■ 同じ授業を見て協議することをとおして、イメージを共有

児童・生徒の学びと同様、教師も主体的に学ぶ校内研究へ



先進校視察をとおして、授業のイメージを共通理解

■ 学校行事予定を調整し、全教職員で先進校の校内研究会に参加

 ・港区立白金小学校 ・栃木県壬生町立壬生東小

■ 研究の進め方を確立

「コンセプトを知る」

      →「まずやってみる」

→「良い取組を見る」

               →「取り入れ、改善する」

ケース②対応例 板橋区立志村第二小学校の実践

先進校の研究協議会に教師が参加



ケース②対応例 板橋区立志村第二小学校の実践

先進校の研究協議会に教師が参加

【成果】

全教職員による先進校視察をとおして、

共通の授業イメージをもつことができた。

また、自校の授業デザインの確立に向け、

校内研究会における協議内容が深まった。



ケース③：校内研究を自分事にできず、

実際の授業改善につながっていかない。

■ 教師個々の研究テーマ（授業改善の課題）を設定

■ 研究に向かう風土を醸成

児童・生徒の学びと同様、教師も主体的に学ぶ校内研究へ



「研究ＰＴを中心とし、戦略的に授業改善の動きを全教師へ波及」

■研究ＰＴの発足（ 分掌ではなく、有志メンバーで結成 ）

■研究ＰＴメンバーで協力して、一単元の授業を作成、実施

■研究ＰＴメンバーによる、実践報告会の実施や校内公開授業の実施

ケース③対応例 都立三鷹中等教育学校の実践

研究ＰＴにおける教師の協議の様子



ケース③対応例 都立三鷹中等教育学校の実践

研究ＰＴにおける教師の協議の様子

【成果】

主体的に課題意識をもち、授業改善に

努めようとする姿が見られた。

また、有志のメンバーでスタートし、

徐々に学校全体に研究の方向性を示すこ

とができた。



ケース④：これからの学びスタイルの授業の観察の視点が
分からない。

■ 教師が教える姿ではなく児童・生徒が学ぶ姿に着目

■ 本時のみではなく、単元を通した目的や学びの本質の理解

児童・生徒の学びと同様、教師も主体的に学ぶ校内研究へ



「従来の学習指導案からの脱却、

                    単元を見通した形へ」

■ 単元全体を見通すことができるよう 

      見開き一枚の形に 

■ 学びの本質を軸に単元を設計

■ 児童が学びを自己選択自己決定できる場面

ケース④ 対応例 都立立川国際中等教育学校附属小学校の実践

単元全体を見通した学習指導案の形

【成果】

本時のみの授業観察では、学習の意図や児童の学び方が分かりづらいが、単元全体を見通した学
習指導案の作成により、児童の学び方の視点や教師の支援の仕方の視点が理解しやすい。



（参考）教師の学び（研究・研修）を変え、授業を変える（学びの相似形）

■主体的な教師の学びにより、主体的な児童・生徒の学びを生み出す

■アウトプットする研修会により、インプット型の授業を脱却する

■教師の指導課題の焦点化により、児童の学びの課題を解決する

■見通し→活動→振り返りといった子供の視点からの授業をデザインすることにより、

教師が導入・展開・まとめをする授業を変える


